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研究成果の概要（和文）： 
ソーシャルネットワークを通じた情報の拡散・伝播など、現代社会においては、物理的な
距離を超えて瞬く間に世界中に広がる社会的なイベントが数多く存在する。本研究では、
このような社会的なイベントを「情報」と捉え、参加者の相互依存の関係が内包されるネ
ットワークやマーケットなどの環境において、その情報が時間的推移を伴って拡散・伝播
するメカニズムを数理的にモデリングし、その制御の可能性を明らかにした。 
研究成果の概要（英文）： 
In modern society, there exist many social events, for example, diffusion and 
propagation of information through social networks, which spread all over the world in 
an instant time beyond the physical distance. In this research, we regard abstractly as 
“information” such social events. Based on the networks and/or markets where the 
interdependent relationship between the participants are assumed, we developed the 
mathematical model which enables us to describe the mechanism of the diffusion and 
propagation of information along with the time course, and clarify the possibility of its 
control. 
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１．研究開始当初の背景 
 1998 年、Nature 誌に発表された米国コー
ネル大学の Watz and Strogatz による研究は、
“Network Science”と呼ばれる新しい研究
領域を切り開く契機となった。この研究領域
は、Euler による“Konigsberg の橋の問題”
を始祖とし、Erdos and Reyni で発展した（ラ
ンダム）グラフ理論の延長線上にあるものの、
1960 年代に行われた Milgram による社会実
験などを含む社会学・心理学や物理学など広
範な研究領域を包含する Inter-disciplinary
な領域として発展してきている。この領域で
は、World Wide Web の構造といった比較的
容易にモデル化できる物理的な現象のみな
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らず、コミュニティや金融市場など社会的な
現象を対象として、その数理科学的なモデル
化の可能性を探るとともに、それらが形成す
るマーケットやネットワークの発達過程や
サイズなどの分析が行われている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、これらの先行研究を基礎とし、
クチコミ、通貨危機やコンピュータウィルス
といった、現代社会特有の「イベント」を「情
報」として捉え、情報の拡散・伝播の時間的
推移を伴ったメカニズムの解明を目的とす
る。本研究の特徴は、 
（a）流布する情報のもつ価値・質 
（b）情報の受け手の行動・反応 
をマーケットやネットワークの背景情報や
状況とともに加味し、 
（c）マーケットやネットワークの形成・成長
過程（メカニズム）とそのスピード 
（d）マーケットやネットワーク構造の変化
によるイベントインパクトの変化といった
視点を加えている点にある。これらは、既存
の研究では全く考慮されていない本研究独
自の視点である。 
これら独自の視点は、これまでの研究活動
と研究者間の相互コミュニケーションをも
とに生じたものである。例えば、ファイナン
スの分野では、アナリストといった一部の識
者（玄人）が提供する「情報」は、多くの市
場参加者の意思決定において参照される「情
報」として知られている。その意味で、アナ
リストによる情報は、その背景である投資マ
ーケットにおいて「価値のある情報」であり
「ブレの少ない信頼できる質の高い情報」と
いえる。その一方で、マーケティングの分野
では、クチコミといった一般の人（非玄人）
が提供する、あるいは、自然発生的に生じる
「情報」がマーケットを席巻する、または、
マーケットの意向を代表する情報となる場
合もある。しかしながら、これらの情報はブ
レが少ない信頼できる情報といえるだろう
か。「情報」にはその背景や状況に応じた「価
値」があり、「質」が存在し、それらを明示
的に取り扱わない限り、情報伝播の本来のメ
カニズムは理解できないと考えることが自
然である。背景や状況と同様に、情報の受け
手個々の反応も動学的には重要な視点とい
える。なぜならば、接した情報に対する受け
手の判断によっては、いわゆるチェーンメー
ル的な情報の伝播が発生したり、マーケット
そのものの価値を向上させたりする可能性
があるからである。特に、クチコミによる情
報の拡散・伝播は受け手による情報の評価や
判断を伴うという特徴がある。これらの特徴
を加味しなければ、クチコミや流行などのメ
カニズムの解明は不可能である。 
 加えて、情報の拡散・伝播の過程は、対象
とするマーケットやネットワークの背景情
報や状況を規定する形成過程にも大きく依
存する。その発達のスピードも背景などに依
存して異なると考えることが自然である。マ
ーケットやネットワークの構造が変化・変質
した場合、情報の伝播の状況は変化し、マー
ケットあるいはネットワーク全体の価値へ
影響を与えると考えられる。これらは、情報
流通の基盤であるマーケットやネットワー
クの構造に着目したものであり、情報伝播の
メカニズム研究の土台を支えるものと位置
づけられる。 
本研究では、以下の３つの領域を研究ター
ゲットとして設定する。 
（１） マーケティング （２）情報通信ネ
ットワーク （３）金融 
これらの領域では、「情報」そのものが価値
を形成し、情報への接触と価値評価ならびに
選択が重視される分野といえる。本研究では、
これら個別の領域の研究から得られる知見
を蓄積し、一般化することで、情報伝播のメ
カニズムを明らかにすることを試みる。また、
それらを総合することで、マーケットやネッ
トワークの将来を予測することも試みる。本
研究で得られる成果は、これまでのネットワ
ークサイエンスの範囲を超え、より現実的な
社会的ネットワークの取り扱いを可能にし、
また、その挙動を背景情報や情報の受け手の
反応などをもとに予測可能とする画期的な
ものとなる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、情報伝播のメカニズムを、情
報の受け手でありかつ情報の拡散の担い手
である、マーケットやネットワークの参加者
の行動（振る舞い）を規定するマイクロな側
面と、参加者の結合・相互作用の結果生じる
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情報伝播のマクロ的側面から捉えることを
試みる。マイクロな側面では、（１）情報形
成のメカニズム、（２）マーケットなどの参
加者の視点から、形成された情報への接触、
情報の価値評価ならびに取捨選択のメカニ
ズム、続いて（３）購買・投資といった行動
への情報の結びつきのメカニズムに分解し
分析ならびにモデル化を行っている。さらに、
マクロ的側面では、（４）参加者の組織的な
結合や相互作用を加味したマーケット全体
での情報伝播のメカニズムのモデル化とそ
の検証を行う。 
本研究では、理論的なモデルの構築と実デ
ータによる検証に加え、マルチエージェント
ベースのシミュレーションモデルを構築し、
理論的なモデルの妥当性ならびに説明力の
検証を実施する。 
 
４．研究成果 
設定した各研究領域において特徴的な現
象を取り上げ、マクロモデルならびにマイク
ロモデルを構築し、その制御可能性を検討し
た。以下は、本研究で得られた主要な成果で
ある。 
（１）「個人投資家の投資行動」をマーケテ
ィングならびに金融領域の分野横断的な課
題として取り上げた。個人投資家市場が急激
に立ち上がりを見せていた時期と研究を推
進している時期が一致したこと、また、両研
究領域において、その行動様式があまり解明
されていないことによる。個人投資家の情報
獲得・評価や流通というマイクロな側面を直
接的に取り扱うために、「個人の特異性」と
いう概念を導入した。また、情報の流通の基
盤となる金融マーケットのマクロな側面の
モデル化を試みた。 
本研究では、個人投資家の投資行動に関す
るいくつかの仮説を設定し、約 1000 人への
アンケート調査の結果をもとに検証を試み
た。個人の特異性は階層ベイズ型コンジョイ
ントモデルを援用することで加味すること
に成功した。その結果、個人によって情報源
についての評価が異なること、セミマクロ的
な視点においては、個人投資家は、いくつか
の類型に別れることが明らかとなった。本結
果は、「個人の特異性と個人間の共通性を考
慮した情報の送り手の行動に関する分析」と
してまとめた。 
 
（２）「A H1N1 インフルエンザの拡散」現象
を取り上げた。この現象は、本研究のスター
トと同期するかのように発生した。WHO や米
国 CDC によって発表されたデータをもとに、
インフルエンザのマクロな拡散モデルの構
築を試みた。統計手法のひとつであるグラフ
ィカルモデリングを援用し、特に、米国内で
の拡散とその制御の可能性を検討した。その
結果、拡散には時間の経過にしたがったいく
つかのフェーズが存在すること、また、ウィ
ルの拡散が地理的に連続しておらず、航空ネ
ットワークのトポロジーと強く関連してい
ることなどが明らかとなった。このことから、
拡散を制御する可能性のある方策の導出が
可能となった。本研究の成果は、“An 
Analysis of Diffusion Process of Emerging 
Infectious Disease”としてまとめ国際会議
で発表した。 
 
（３）研究会・シンポジウムの開催 
本研究では、本研究で得られた研究成果を
学術論文としてばかりでなく、研究会やシン
ポジウムを企画・開催することで、当該研究
領域の多くの研究者と情報交換し、意見交換
を行ってきた。また、本研究が対象とする現
象は抽象的なレベルでは領域固有というよ
りはむしろ共通することが多いため、領域横
断的な知見の共有化と統合化をはかること
を目的にシンポジウムを開催した。 
【第 1回研究会】 
「情報伝播のメカニズム分析 ～マーケテ
ィングにおける先端研究～」 
開催日：2011 年 3 月 23 日（水） 
開催場所：筑波大学神保町校舎 
本研究による研究成果を含む 4件の研究発表
を行った。 
【第 2回研究会】 
「情報伝播のメカニズム分析 ～情報・ネッ
トワークにおける先端研究～」 
開催日：2012 年 3 月 28 日（水） 
開催場所：筑波大学東京キャンパス文京校舎 
本研究による研究成果を含む 3件の研究発表
を行った。 
【シンポジウム】 
「情報伝播のメカニズム分析」 
開催日：2013 年 1 月 8日（火）・9日（水） 
開催場所：筑波大学東京キャンパス文京校舎 
本研究による研究成果を含む 14 件の研究発
表を行った。領域を超えて研究者が集まるこ
とで、研究成果の共有・情報交換が可能とな
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るとともに、領域横断的な新たな研究課題の
創出もなされた。 
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